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論文審査の要旨

血管内皮増殖因子(以下 VEGF)は血管新生と血管透過性を充進させる作用を

持ち、これらの作用を抑制する VEGFの阻害剤は抗腫蕩剤として実用化されてい

る。さらに、脳神経科学分野では、この血管透過性抑制作用を脳梗塞に伴う虚

血性浮腫軽減に応用することが検討され、最近、著者らのグループから脳静脈

梗塞の発症直後に、 VEGF中和抗体を投与することで梗塞縮小効果を認めたこと

が報告された。

一般的に静脈梗塞は動脈梗塞と比べ緩徐な虚血と細胞死を示すため、より広

範囲なベナンブラ領域を生ずると考えられる。著者らはこれまでに報告がなか

った急性期静脈梗塞に対する VEGF中和抗体の時間的治療域について、ラット

two-vein閉塞モデ、ルもちいて検討をおこなった。結果として、 7日後の梗塞縮

小効果について静脈閉塞24時間後のVEGF中和抗体投与では有効性を認めたが、

48時間後の投与では明らかな有効性を示さないことが確認された。多くの梗塞

に対する薬剤は梗塞出現直前もしくは直後に投与され有効性を示すことが多い

が、24時間という治療域で静脈梗塞に対する有用性が示されたことで、今後VEGF

中和抗体が臨床応用される際に、実現可能性が高い薬剤として期待できる。

本研究は静脈梗塞に対する新規治療法の開発に貢献する有意義な研究であり、

学位に値すると考えられる。
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以上、主論文に報告された研究成績は、参考論文とともに脳神経外科学の進歩

に寄与するところが大きいと認める。
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